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序

本報告書は、1 987年度に実施した甲斐風土記の丘• 曽根丘陵公園地 内の山梨県東八代郡中道

町下向山字東山1 41 5番地に所在する稲荷塚古墳について、発掘調査の結果をまとめたものであ

ります。

稲荷塚古墳は、曽根丘陵のひとつである東山の最高所、標高340.2mの三角点から僅かに北側

に下がった緩斜面に立地し、調査対象面積はおよそ200nlであります。調査の結果、 当初対象と

していた古墳の他に、 ほとんど消滅した 1 基の古墳が新たに発見され、 これを 2号墳といたし

ました。

稲荷塚l号墳は、直径約20mの円墳で、墳丘上部を削平されて天井石も消失していました。

南西に開口する横穴式石室は、東側側壁が内側に倒壊していましたが、閉塞石• 西 側壁• 奥壁

の一部は良好に残っておりました。また、倒壊した側壁によって、 石室内部の副葬品があまり

破壊されていなかったことは幸いでした。石室内の敷石上及び石室入り口部からは、土師器・

須恵器• 直刀· 甲胄小札類• 鉄鏃・馬具• 玉類・銅銃などが出土しておりますが、直刀のうち

銀象嵌装飾円頭大刀と銅銃の発見は注目すべきものであります。 これらの遺物によ って、調査

者は本古墳の築造年代を6世紀後葉とし、 7世紀代まで追葬が行われたことを想定しておりま

す。

本古墳の所在する中道町は、先土器時代に始まり各時代の遺跡が豊富なことで知られていま

すが、特に本県古墳文化の発祥の地として有名であり、東山の北側山裾に当時では東日本 最大

の前方後円墳である銚子塚古墳、本県最大の円墳丸山塚古墳が存在するのを初め、付近 一 帯に

は前期古墳が集中しております。後期古墳の時代になると、その中心地は他地域へ移りますが、

昨年度の考古博物館構内古墳及び今回の稲荷塚 1 号墳の調査によって、 この地に依然として有

力豪族がその地位を保持していたことが確認されました。

特に象嵌装飾円頭大刀は本県初見のものであり、東山梨郡春日居町寺の前3号墳出土の単鳳

環頭大刀把頭の存在などと関係付けて、甲斐国古代勢力の政治的動向 を想定し得る可能性をも

つ貴重な資料であります。また、銅銃は仏教関係遺物として、 この時期に東国を中心として分

布するもので、県内では春日居町寺の前古墳・狐塚古墳から各1 個ずつが出土しております。

東八代郡下で発見されたのは、本古墳が初めてで、この地の伝統的勢力が連綿として存続・推

移し、仏教文化の摂取にも努めていた状況を示しております。 本報告書が、 古墳研究の資料と

して多くの方々にご利用いただければ幸甚です。

末筆ながら、お世話になった方々や直接発掘調査に当たられた方々に、改めて深甚の謝意を

表します。

1 9 8 8年3月

山梨県埋蔵文化財センタ ー

所 長 磯 貝 正 義



例 言

1 . 本報告書は、山梨県東八代郡中道町下向山字東山1415番地所在の稲荷塚古墳l号墳. 2号

墳の発掘調査報告書である。

2. 本報告書は末木 健が編集し、第I章～第1V章までを末木が執筆、附編は財団法人山梨文

化財研究所鈴木 稔、河西 学氏による。

3. 本報告書の写真は、末木 健が撮影したが、象嵌装飾円頭大刀に関する写真は鈴木氏によ

る。

4. 本古墳の発掘調査・整理参加者は次のとおりである。

石原はつ子、出月遊亀子、矢崎ます子、矢崎悦子、矢崎よ志子、梅林はなの、長田久美子、

田中正江、矢崎喜美江、弦間千鶴、若尾澄子、石川操、遠藤映子、清水江利子、河西拓也、

後藤良美、松野和美、和田宏美、内藤真千子

5. 本古墳出土品及び調査図面・写真は山梨県埋蔵文化財センタ ー で保管している。

6. 象嵌装飾円頭大刀及び• 銅銃・馬具・甲冑•武具の主要なものは、財団法人山梨文化財研

究所で保存処理を行った。また、大刀・銅銃等の蛍光X線分析は東京国立文化財研究所の協

力を得た。

7. 本文挿図中の遺物番号と出土位置番号の関係は、巻末に対照表を載せてあるので参照して

ほしい。

凡 例

1 . 土器断面の白抜きは土師器、黒塗りは須恵器である。

2. 土師器に掛けてある粗の網スクリ ー ント ー ンは赤色塗彩、密の網スクリ ー ントーンは黒色

研磨を表現している。
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第I章 地理的・歴史的環境

第1節 地理的環境

稲荷塚古墳は中央線甲府駅より南へ直線で約8.5kmの、東八代郡中道町下向山字東山1415番地

にある。現在『山梨県 甲斐風土記の丘• 曽根丘陵公園』 と して 、県が整備を進めて いる公園用

地内に在り、現況は山林である。

本遺跡の立地する曽根丘陵は、甲府盆地の南西縁にあり、標高350-400m前後の平坦な丘陵が

列をなしているところから、曽根丘陵列とも呼ばれる。丘陵の南から東にかけては御坂山脈が

屏風のようにそびえており、北側には標高250-300mの甲府盆地が広がっている。丘陵の北側に

沿って、富士川の支流の笛吹川が流れている が、現在は周辺の農地や宅地よりも河床が高く天

井川 と なっている。古代には丘陵の末端から甲府盆地東部を勝手気ままに流れたものであろう。

笛吹川 と 曽根丘陵に挟まれた平坦地は、現在水田や畠になって いるが、 地下水位が高く湿地帯

のような状態であった と 言う。

稲荷塚古墳は曽根丘陵の東山台地上の先端、標高330mに位置し 、北側に急傾斜する変換点に

I. 稲荷塚 2. 銚子塚 3. 丸山塚

第1図 遺跡位置図

-1-



ある。このため、南側から古墳の墳丘は大きく見えないが、北側からは5,.._, 6 mの高さに見え

る。

第2節 歴史的環境

本地域は甲斐風土記の丘•曽根丘陵公園として40haの地域が区域設定されているように、古

代からの遺跡の宝庫であり、先土器時代から縄文時代、弥生時代、古墳時代の多 くの遺跡が密

集している。東山の平坦部は120 基以上もの方形周溝墓が発見された上の平遺跡を始め、同じ場

所の先土器時代～縄文時代中期の集落跡、弥生時代の東山北遺跡、立石遺跡、 古墳時代中頃の

東山南遺跡が隙間なく並んでいる。更に、古墳時代の墳墓では、 東山の北に並んで造られてい

る国指定史跡の銚子塚古墳附 丸山塚古墳を始め、 東山先端の中腹の丘の上に造られた、二重石

室で有名な大丸山古墳、銚子塚の東にある5世紀後半の馬具が出土したカンカン塚古墳（茶塚）

、横穴式石室をもつ博物館構内古墳など、本県の最も古い古墳が集中している地域である。そ

れゆえ、巨大古墳が築造された 4世紀には、畿内政権と強い結び付きをもった甲斐国内の最有

力豪族が、近辺に居住していたと推定されている。

4世紀にその勢力を誇った当地域の有力豪族は、やがて八代町・御坂町や櫛形町地域に勢力

を伸展させて行ったが、あるいはそれらの地域の豪族と連合政権をつくり、甲府盆地全体へと

勢力を広めたものであろう。御坂町にある姥塚古墳や甲府市湯村の加牟那塚古墳な どは、横穴

式石室で長さ16m-17m の規模をもち、6 世紀後半以降の甲斐国造居住地と目されているし、

同時期には県下各地に横穴式石室をもつ大小の古墳が築造されている。本地域でも古墳築造 は

継続されており、横穴式石室の古墳は点々と見られるが、正式な発掘調査が行われた事がな く、

1986年度に山梨県埋蔵文化財センタ ー が実施した考古博物館構内古墳が唯 一 である。なお、 考

古博物館構内古墳は調査者の坂本文化財主事によって、出土品から6 世紀前半代に位置付けら

れている。この古墳 からは、直刀、鉄鏃 、甲胄、馬具、金環、玉、須恵器、土師器などが出土し

ている。

奈良•平安時代のこの地域は、古文書等で明らかになっている事が少ないが、平安時代の地

名をあげた『和名抄』を見ると、八代郡白井郷の一 部に含まれると推定される。
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第II章 発掘調査経過

第1節 調査日程
1 9 8 7. 7. 1 3 

14 

17 

21 

25 

29 

31 

8 . 10 

18 

21 

28 

9 . 3 

14 

22 

発掘調査開始。山林及び下草の刈り取り。

地域内の精査の結果、稲荷塚以外に2 カ所のマウンドがあり、南側を2号墳 、

北側を3 号墳と命名する。

除草終了。測量開始。

測量完了。発掘調査前の写真撮影。石室主軸に沿って南北と東西に十字にト

レンチを設定。発掘調査開始。

石室側壁上部が検出される。東側側壁が大きく内湾している。

重機によって、石室内に落ち込んでいる側壁石を除去。

奥壁確認。鉄鏃．、小札などが出士。床面に近くなる。

石室清掃。写真撮影。石室平面測量開始。

石室内に落ち込んでいる側壁石取り上げ。石の下付近より馬具、直刀 、切り

子玉、鉄鏃などが出土。

遺物 分布図 、遺物写真、遺物取り上げ。 2号墳表土除去、3号墳表土除去。1

号墳墳丘表士除去。石列が見つかる。

1号墳前庭部検出。

2号墳測量開始。

作業終了。

埋め戻し。

第2節 調査組織
発掘調査担当者末木 健 山梨県埋蔵文化財センタ ー 文化財主事

作業員 例言に記載

第3節 調査方法
調査地域は雑木林となっており、下草が繁茂していた。このため墳丘測量、発掘調査前の写

真撮影が困難であったので、これを一 部伐採• 下刈りをした。墳丘測量は東山にある三角点340.

2mを基準に、25cmの等高線を 使った。1号墳は石室の位置、方向が不明確であったので 、地表

に露出している巨石を目安に、仮の中心線を設定し、中心線上とこれと直交するラインに墳丘

の規模を知るためのトレンチを設定した。中心線・主軸は石室確認後に修正した。石室平面の

実測は、中心線の西側3mに平行線を設定し、起点を奥壁と床面との接点に置いた。石室内の

床面・側壁• 奥壁の展開図 は、等高線と中心線を使い、1m方眼にメッシュをひいて実測の基

準とした。遺物 分布図 は同じ実測基準線を使用し、一部重なって出土する遺物 は、部 分的に図

の外に記載した。
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第 m 章 遺跡の概要

第1節 1号墳

1 . 墳丘•石室

墳丘は旧来の状態 で 残っているのではなく、相当流出してしまい 、丘陵頂部は地表と同レベ

ル位まで高さは減じている。直径は約20m、墳丘の高さは、南側で1 m弱、北側で3.5 mの高さ

が認められるが、墳丘表面観察では葺石、埴輪などの施設は認められない。墳丘の規模を知る

ために、東西南北方向にトレンチを設定し掘り下げたが、1 トレンチは南側と北側に幅1 .2 mの

溝が認められた。しかし、南や西側は溝がないため、これを墳丘に伴う周溝と考えるには、全

体の調査が必要と思われる。

また、墳丘の裾には礫が雑然と巡っている。礫群の幅はおよそ2m前 後であり 、礫の大きさ

゜ lOm 

第 2 図 墳丘地形図
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は拳大から人頭大位が多く、礫分布は北側に多く、南には少ない。 これは、墳丘の盛 り土の厚

い方向に多く 使用しているものと観察される。墳丘盛り土は極めて柔らかく締まりが無い。古

墳の盛り土としては、例外的に柔らかい盛り土であり、表土を寄せて盛り上げたものと考えら

れる。

石室の主軸はN-50
°

- Eで全長8.2m、玄室長6 m、羨道 長2.2m、 石室奥壁幅1.6m 、 玄室入

り口幅1.85m、羨道幅1.4mである。石室の最大高は1.9m、奥壁高95cm、 閉塞石高 1 mである。

石室側壁の石積みは巨石の横口を使った横口互目積であり、袖石は巨石を立てて使っている。

奥壁は一枚石を使っているが、恐らく現存する一枚石の上に、 同様の石が乗っていたものと思

われる。床面には拳大の礫が全面に敷かれているが、この礫は閉塞石の下までは達していない
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模様である。なお、天井石と思われる石材は 近辺に残存していない。また、石室 東南側壁が内

側に倒壊しており、石室内の調査は 完了していない。

2 .  出土遺物

遺物出土状態
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(1) 

本古墳に 伴う遺

物は、石室内と石

室入り口部から出

土している。この

ほか墳丘上の列石

近辺 からも出土し

ている。

石室内では 閉塞

石と玄室の境、 袖

部、石室中央部、

奥壁付近に 別れて

分布している。 閉

塞石部分は、銅銃

や平安時代土師器、

須恵器甕破片が多

く、袖部からは、

馬具 、甲冑、鉄鏃、

須恵器が重なって

出土しており、 最

も遺物の多いとこ

ろである。石室中

央は、象嵌装飾円

頭大刀、金環、玉

等がまとまってい

る部分である。

奥壁部分では鉄

鏃、玉、刀子、須

恵器等が集中して

おり、特に東南側

の壁に 近い部分が

多い。石室が倒壊

している側は遺物 遺物出土位置図第 6図
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の 遺存状態が良好 で あ る 。

(2 )  土師器 （第 7 図）

坪 C 1 ....... 7 ) 胴部 に 段 を 持 つ も の で 、 1 、 3 は 暗褐色で 内外面 の 磨 き が良好 に さ れ る 。 2 、 4

は 内 外面赤色顔料 が塗 ら れ て い る も の で あ る 。 断面半球状 の 椀形 を 呈 す る 4 ....... 7 は 、 4 が 内 外

面黒色土器 で あ り 、 6 は 小型 、 7 は や や 深 い 器形 を 呈す る 。

8 、 9 は 高杯 の 脚部 で あ る が 、 脚 の 短 い 高坪 と 思 わ れ る 。

10 は 広 口 の 小型壺 で 、 口 縁部 に は 刷毛 目 が見 ら れ る が 、 胴 部 は 箆 で 良 好 に 磨 か れ て い る 。 ロ

縁部外面 に は 段 が あ り 、 本土器 の 特徴 と な っ て い る 。 器高 10 . 1 cm 、 口 径9 .7cm で あ る 。 1 1 は球胴甕

の底部で あ ろ う か 、 あ る い は弥生末～古墳時代初頭 の 壺 の 底部 で あ ろ う か 。

(3)  須恵器 （第 7 ....... 1 1 図）

杯 ( 1 2....... 19) 口 縁部 に 受 け 部 を 持 つ 杯 で 、 受 け 部 が長 く 立 ち 上 が っ て い る も の ( 1 2....... 1 5 ) と 、

低 く 内 側 に 折 れ て い る も の ( 1 6....... 18) 、 あ る い は受 け 部 の 外 に 突 き 出 す 部 分 が 消 失 し 、 く の 字 に

屈 曲 す る も の ( 1 9 ) な ど が あ る 。 ま た 、 杯 の 直径 は 9 cm 、 10cm 、 1 1 cm 、 1 2cm 、 1 3cm の も の に 分 け

ら れ る が 、 1 2cm前後 の 物 が多 い 。 体部 は球胴 と 直線 的 な 物 が あ る が 、 口 縁 部 受 け 部 が 短 小 化 し

て く る と 体部 が直線的 な 形態 と な る 。

杯蓋 (20....... 26) は 7 点が 出土 し て い る が 、 外面 に 沈線又 は稜線 が見 ら れ る も の (20....... 23) と 、

横撫整形 だ け の も の (24....... 26) が あ り 、 前者 は l lcm....... 14cm で あ る が 、 後 者 は 1 1 cm以下 で あ る 。 最

大 の 22 は外 面 に 稜 を 持 っ て お り 、 こ の 蓋 の 中 で は 最 も 古 そ う な も の で あ る 。 20 、 21 、 23 は こ れ に

続 く 時代 で 、 24....... 26 は最 も 新 し い 。

臆 (27、 28) は 口 縁部 と 底部 を 欠 い て い る が 、 注 口 部 が残 っ て い る こ と か ら 時期 的 な 把握が で

き る 。 2 点 と も 注 口 部 は 突 出 し 、 迎 の 形態で は終末 の 様相 を 呈 す る 。 27 は 胴 部 最 大 径 の 部 分 に

2 本 の 沈線 と 櫛歯状刺突文 が施 さ れ る の で 、 28よ り は古 そ う で あ る 。

平瓶 (29、 30 ) は 2 個 体 が復元実測 さ れ た 。 29 は 膨 ら み の 強 い 体部 で 、 底部 は平底 に 近 い が 、

胴 部 中 央 に 平行線 が 2 本巡 っ て い る 。 口 縁頚部 に 平行線 が あ り 、 口 縁 部 は 外 反 し た 角 口 縁 で あ

る 。 30 は 球胴 最大部 に 平行線 が巡 ら さ れ 、 口 縁部 は短 く 筒 状 を 呈 し 、 僅 か に 外 反 し 先 端 は 丸 口

縁 で あ る 。

31  ....... 34 は底部破 片 で 、 32、 33 は 「 X 」 の 窯 印 が ヘ ラ で陰刻 さ れ て い る 。

提瓶 (35、 36 ) は 2 個 体 出 土 し て お り 、 ど ち ら も 体部外面 に 同 心 円 状 の 掻 目 が あ る 。 35 は 直 径

20cm 、 36 は 直径 1 6 . 6cm で あ る 。 口 縁部 は 2 点 と も 破損 し て い る が 、 36 は肩部 に 鉤状 の 把 手 が 付 け

ら れ る 。 こ う し た 把手 は 鉤状 が古 く 、 環状 、 円 形貼付文 と い う 順 で 新 し く な る の が 一 般 的 で あ

る が 、 鉤状 の も の も 7 世紀 に ま で残 る も の も あ る 。

37 ....... 57 は大型 の 甕 の 破片 で あ る 。 37....... 4 1 は甕 の 口 縁部 で 、 形 態 の バ ラ エ テ ィ ー が認 め ら れ る 。

口 縁部 に は櫛歯状工具 に よ る 刺突文 、 波状文 な ど が あ る 。 同 部 の 破 片 は 外 面 に 平 行 叩 目 文 が あ

り 、 内 面 に は青海波文 が残 る も の も あ る 。

(4) 鉄製品 （第 1 2....... 18図 ）

鉄製品 に は 武器 、 馬具 、 甲 胄 が あ る 。
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第 9 図 出土遺物（須恵器3)
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゜ 1 0 cm 

第 1 0 図 出土遺物（須恵器4 )
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① 武器

直刀（第 1 2 図1 、 2 ) 石室中央部床面上に主 軸方向に沿って置 かれていた。全 長69cm 、 刃 渡

り55cm 、 鍔 から室先 までは 1 1 . 5cm 、 身幅 は切 っ先 で2 .6mm 、 翌 （な かご ） 部に 近い部 分で3 . 4 cm で

ある 。刃 開 （は まち）は 鍔や腔 巾 （は ば き） によって覆われており、 形態 は 不明 である が、 両 開

（りょ うまち） の可能性 が高い。倒卵 形鍔 の刃 側に腔 巾 、 把 側に把縁 金具が見 られる 。整 には 目

釘穴 が2 カ 所あり、 1 カ 所に目 釘 が残っている 。この鍔及び附属 の金具には 銀 象嵌 が見られる 。

象嵌につ いては 、 附編 で述 べ る 。

円 筒 把頭（第 1 2 図3 ) 直刀の南 側 から出土したも ので、 長さ 6 . 5cm 、 断面 長軸4 .4cm 、 短 軸3 . 5

cm の断 面倒卵 形を呈 している 。体部 に『懸』を 通 す 懸 通 孔 がある 。これにも 銀 象 嵌 が検 出さ れ

ている 。

刀装具 （第 1 2 図4 ) 銅製 の足 金 物であろう か。

刀子（第 1 3 図1 - 1 2 ) ここには 刃 渡 り20cm以下の短 刀、 及び小刀を含 めている 。1 1 は 身 幅が

2 . 5cm あり、 直 刀の残欠 かもしれないがいちおうここに含 めた。1 は 全長 25cm 、 刃 幅2 .8cm の平 造

りの両開造 りで、 茫 （きっさ き） 先端 が欠損 している が、 形状 から上 に尖 っている 可 能 性 があ

る 。刀身 部には鞘 の木質 部が一 部残 っている 。箆 は長 さ 6 cm 、 先端 幅1 cm である が、 若 干 欠 け

ている かも しれな い。

② 馬具 （第 1 3 図1 3 、 第 14 図、 第 1 5 図） 轡・鐙•鮫具 ・面繋等 3 繋 の革紐 に付けられた飾り金

具•雲珠等が出土している 。

雲珠1 3 図1 3 は 雲珠残欠 で石室底 面 から出土している ため に、 土圧 が か かり中空の半 球体が

破損 し、 広がっている 。このため、 直径 と脚 の数 がは っきりしないが、 復 元 実測し たものを左

に図化 した。これによれば 、 半球 の直径 は 1 cm 、 高さ 2 .5cm で、 下部に4 条 の沈線が巡らさ れる 。

脚数 は 5脚 と推 定さ れ、 方形脚 の中央に鋲 が1個 ず つ うがた れている 。

鐙 14 図14、 1 5 は木製壺 鐙を 付け た鐙の鉄製 部分で、 下端 に逆 U 字形 の金具 が付けられ、 2 本

の鋲 が木製壺 鐙を 留 めた。餃具と逆 U 字金具 との間は 、 環状 の 鉄 を四 つに曲 げて中央部にU 字

金具を組 み合わせ、 先端 の環状 部には 鉄 棒を 使 って、 餃具を取り付けている 。U 字金具の鋲 が

2 本である 事 から、 6 世紀第 3 四 半期以降に位置付けられる 。

轡 15 図16 は 轡で、 衡 部分は 2 連衡 で引 手 ・瓢箪型環状 鏡板 が残 っている。一 部欠 損 してい

る が、 ほ ぼ 完 全 である 。

鮫具 ・飾り金具 1 5 図18-29 は 鮫具 及び馬具に伴 うと思われる 飾 り金具 である 。し かし、 後述

す る ように小札 等が出土していること から、 甲胄に使用 さ れた鮫具 もある かもしれない。

鉄鏃1 6図 は鉄鏃である が、 このほ かにも 堅 部分や先端部 分の残 欠 があり、 点数 は 倍 以 上で

ある 。1 ......, 4 は 有棘箆被五角 型式で、 2 ......, 4 は腸扶 が見られる 。5 、 6 は 腸 扶柳葉式、 7 -10 は

類柳葉三角 型式、 1 3-27 は棘箆被繋箭式である 。22 までを 平根鏃、 23 以降を 尖根鏃と言えよう。

③ 甲 冑 • 小札類

17 、 18 図 に載 せたも のである 。これらは 方形 のも のと、 短冊 形のも のに分け る ことができる が、

方形のものは 長辺が9 .8cm と、 8 cm の2 種類 があり、 短冊 形は 幅の差 や尖 端 の 形態 が丸 •四 角 ・
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第 17図 出土遺物 （小札 1)
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三角 と い う 違 い が あ る 。 更 に 小札 の 小孔 の 位置 、 数 に よ っ て も 差 が あ る が 、 甲 胄 の ど の 部 分 な

の か 不明 で あ る 。 な お 、 こ れ ら 小札 の 小孔 に は鉄製 の 鋲 が 残 っ て い な い こ と か ら 、 革 紐 に よ っ

て 綴 ら れ た も の と 思 わ れ る 。

(5)  銅鏡

1 9図 1 は 銅製 の 銃 （ わ ん ） で 、 破損 し て い た 3 つ の 破片 か ら 復元実測 し た も の で あ る 。 銅銃 は

胴 部 が膨 ら ま な い で直線的 に 広 が る 浅 い 銃 で 、 底部 は 僅 か に 平 坦 面 が 見 ら れ る 。 口 縁 部 は 厚 さ

2 mm 、 胴部 は 1 mm以下 で あ る 。 口 縁部 と 胴部上部 内 外面 に 1 - 2 本 の 条 線 が 見 ら れ る 。 遺 跡 で

の 発 見状況 は 、 4 - 6 破 片 と な っ て床面及 び床上 の 土 に 含 ま れ て い た が 、 ど ち ら か と 言 え ば 、

石室南側 に 多 く 分布 し て い た 。

( 6 )  装身具

玉類 1 9図 2 -15が 出 土 し て い る が 、 2 - 5 は 水 晶 製 切 り 子 玉 で 、 穿 穴 は 片 側 か ら 行 わ れ て

い る 。 2 は長 さ 2 1 mm 、 3 は 2 1 mm 、 4 は 18mm 、 5 は 20mm で あ る 。 6 -1 5 は土製丸玉 で 、 6 - 1 0 は 直

径 l . 1-1 .4mm 、 1 1-15 は 直径 8 mm の 玉 で あ る 。

耳飾 り 19図 16-26に 示 し た 金銅製 の 金環 で 、 直径 3 cm前 後 の も の と 1 . 5cm 位 の も の に 分 け る

こ と が で き る 。

ー
＼ 

332.000 

｀
 S、

4m 

第 20図 2 号墳全体図
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第 2 節 2 号墳
本古 墳は1号墳の南東に接してつくられているが、墳丘の3 分の 2 を開 墾 によって削 平 され、

石 室及び墳丘は見る影もない。墳丘を取 り巻 く礫群は、直径9 m余 り、墳丘の高さ1m程 であ

る。出土遺物は鉄片 1 、須恵器甕破片若干 、そ のほか縄文 時代～弥生時代の土器•石器が墳丘

から出土している。

なお、この周辺は東山南遺跡と言われており、周溝墓 か古 墳の 周溝 と 思われる、方形・円 形

の 溝 が幾 つ か発見されている。 2号墳のよう な古 墳が削 平されてしまった ものであろ うか。

第 3 節 3 号墳
1号墳北側に僅 かに マ ウ ンド をもつ小丘があり、これを3号墳と名 付け た 。調査の結果 は、

単 なる土盛 りで、土は柔らかく遺構らしきものは検出さ れな か った 。な お、近 く から 近 世 の五

輪塔 の空風輪 が出土しているが、墳丘とは関係 な さ そ う である。

第IV章 考 察

第 1 節 遺物 の 年代
須恵器杯 1 2- 1 5 は中村浩氏 の陶 邑編年 ( 1 9 81 『和泉 陶 邑窯 の研究』） によれば II - 4 - 5

期に位置し、1 7- 1 9 はやや下ってII - 6 期にあた ろ うか。猿投窯 の編年 （楢 崎 ・斎藤 1 9 8 3 『愛

知県古窯 跡群 分布調査報告 書C III ) 』） では前者を東山50号窯式C 7世紀 前半） 、後者を岩 崎 17

号窯式C 7世紀第 3四 半期） あた りに比 定できる。な お、田 辺昭三氏編年 ( 1 9 81 『 須恵器大成』

） では、前者がT K 4 3- T  K 20 9 ( 6 世紀第 4 四 半期- 7世紀初頭 ） 、後者がT K 217( 7世紀 前

半） という 年 代が得られる 。杯 に伴 う杯蓋 もこれと矛盾す るものではない。遜 27• 2 8 は高台 がつ

かないこと から、中村編年 ではIII ー 1 期以前、楢崎編年 では岩 崎 17号窯以前で、さ ほどさ か の

ぼらない時期と考えられる。平瓶 は胴 部に膨らみ が 残っているし、口 縁 部が胴 部に比 べ て短 い

ことから、東山50号窯式以前であろ うか。提瓶 の把 手 は鉤 状 把 手→環状 把 手 → ボ タ ン状 把 手 と

変化す るようであるが、35 •36 の提瓶 は 口縁部 を欠 いているため に年 代を絞 ることが困難であ

る。しかし、他 の須恵器と大 きく差 のあるものではないだ ろ う。

象嵌装飾円 頭 大刀 こ の編年 は橋本博文氏 ( 19 8 6 「 金 銀 象嵌装飾円 頭 大刀の編 年 」 『 考古

学 ジ ャ ー ナ ル』 No. 266) に よって進 め られているので、これを参照 して年 代観 を出しておきた い。

本古 墳出土の象嵌は既 に 大部分が剥離 しており、明確な 文様 を把 握す ることは困難であるが、

橋 本編年 のA - 1- a 類 の5段階 、群馬 県高崎市 付近 出土のもの か、A - 1- b 類 の4 段 階 群

馬 県岩鼻例 に類似 している。第 4 • 5段階 は6 世紀 後半のT K 4 3- T  K 20 9 に位置付けられてい

るので、須恵器杯 の前者編年 の年 代と一致す る。

馬具瓢 形素環鏡板付轡 は、坂本美夫氏 によれば （坂本美夫 19 8 5 『 馬具』ニュー サイエ ン

ス 社 ） 、6 世紀第 3- 4 四 半期に位置付 けられるというが、立 聞 の長 さ と幅 の比 率 が70% を越

え るものは 、第 4 四 半期に入 ると言 う 。本古 墳出土轡 の立聞 は75% である 。また、木製壺鐙 の逆

U 字 金 具の鋲 が 2本であるところ から、6 世紀第 3四 半期以降の可 能 性 が高いことは既 に述 べ

- 26 -



た。 こ の坂本氏 の 編年 の 外に 斎藤弘氏 の 研究 ( 1 986 「古墳 時代 の 壺鐙 の 分類と編年」 『 日 本古

代文化研究』第3 号 ） があ る。 氏 の 説では 7 世紀中葉頃とな るが 、 こ の 他 の 本墳 出土遺 物か ら

見れ ば 、 もう 少し 古 く す る ことがで き る のではなかろうか。

銅銃 本古墳出土銅銃は 、 一般 的な丸底球胴で 口 縁部が 直 立す る も のと違って 、 腰が 張 ら ず

に 口 縁部まで 外傾したまま の 浅い 銃であ る。 こ のような例は 、 千 葉 県 関 向古 墳から出土したも

のと類似してお り、 毛利光俊彦 氏 の 分類 ・ 編年 ( 1 9 78 「古墳出土銅銃 の 系譜 」 『考古学雑誌 』

64 - 1 ) に よ れ ば 、 無台 銃 A ll 類に 分類 され 、 7 世紀前半に 位置付け られてい る。 これは、 千葉 ・

関向古墳 の 出土品であ る 環頭大刀・ 馬具が 、 同県 ・ 金鈴塚古墳 の も のと 類 似する こ とから 、 得

られた年代で あるという。

以上の遺物から、 本古墳は、 6 世紀後 半の中頃に 築造 され 、 最 初 の 埋 葬があ った 後 、 7 世 紀

中 頃までに 数 回 の 追葬があ ったと考え られ よう。

第 2節 歴史的位置
本古墳 の調査に よ って 得 られた成 果は大 き く 、 古墳時代後 期 の 6 世紀末 ,...._, 7 世 紀 初 頭 の 中道

古墳群勢力は 、 前期 以来有力 豪族として存続し 、 中央勢力と 直 接 的かある い は間 接 的に 結び付

いていた ことが 明 らかになった ことで ある。 これ は、 象嵌装飾 円頭大刀お よび銅銃 の出土に よ っ

て裏付け られた。

象嵌装飾円頭大刀にあ る 象嵌 の 亀 甲 繋文は、 中国北朝 •高句 麗 美 術 の 影 響を 受 けて い るが 、

こ こから百済に 入った モ チ ー フ と 、 象嵌技法とが 結び付いて 一部は倭 向け に 百 済で 製 作 され 、

残りは 日 本の 百済系渡来工人が 量産したと考え られてい る （橋本博文 1 9 86 ) 。 こ の 亀甲繋文象

嵌 円 頭大刀をは じ め 、 圭頭大刀 • 頭椎大刀 · 双龍環頭大刀の出現 時 期は 、 聖 徳 太 子 ・ 蘇我 氏に

よる物 部氏 の 打倒 (587年 ） の 頃で 、 単鳳環頭大刀にかわって出現 したが 、 こ の 時期は 、 最古 の

仏教寺院が 建立 された時期と符合し 、 銅銃 のような仏教的色 彩 の 強い 遺物 と 伴出す る 場 合が 多

い 。 蘇我氏な ど によ る 仏教文化導入と 、 大 陸 の 新し い 文化 の 伝 播が 、 日 本 の 儀刀 の 制 度に 影 響

を 与 えたも のと言 う 説もあ る。

橋 本博文氏に よ れ ば 、 こ のよ う な装飾大刀 の 侃用 者は、 全 国 の出土古墳 の 規 模から 、 地域 小

首長か有力家父長層と推定しているが 、 本古墳でも出土遺物 ・古墳 内 部構造な どから 、 同 様な

ラ ン ク の 人物が 埋葬 されていた のではなかろうか。

県 内 の 6 世紀後 半 の 関係遺物を見ると 、 寺 の 前 3 号墳 （春 日 居町 鎮 目 字寺 の 前 1 423 - 7 番地 ）

から 、 単鳳環頭大刀把頭が出土してい るが 、 これ は非含玉単鳳環頭大刀 の 龍 王山系列に 属す る

も ので 、 福 島県 い わ き 市大志 田 古墳出土例と類似してい る。 単鳳環頭大刀に つ いて 、 穴沢味光・

馬 目 順ー氏は 「環頭大刀 の刀制が 龍王山系列に 統一 された第ill - IV 段 階 の 画 期に 、 文 献 史 上 の

事件をあては め る ことが もし も 仮に 可能 だとす れ ば 、 57 1年 の 敏達即位に よ る 物部氏主導 の 政権

発足が も っ とも 考え やす い 」 ( 1 98 6 「 日 本に お ける 龍鳳環頭大刀の製作と配布」 『考古学 ジ ャ ー

ナ ル』266) と言ってい る。 仮に 穴沢氏 らの 想定が 正し けれ ば 、 寺 の前3号墳 の 被葬者は物 部氏 系

列 の 有力 者で あったと見る ことがで き よう。 しかし 、 北東20mに 寺 の前古墳 、 北 西50mに 狐塚古

墳があ り 、 両方 の 古墳から銅銃が 出土している。 両古墳 の 築造は 6世紀後 半とい われるが 、 銅 銃
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第 21 図 甲斐国古 墳の変遷

は無蓋 の球胴 をした銅銃で、 7世紀 前半 に位置付 けられている 。銅銃が仏 教 文 化 にか かわる も

のとす れば 、 壬生氏 や蘇我氏 との結びつ きが想 定できる 。寺 の前3号墳とこれらの古 墳の築 造

～追葬 の間 に、 甲斐国でも 主導権の移動 があったかも しれない。 また、 こ の主導権の移 動 の時

期 に、 中道勢力（稲荷塚被葬者） が何等 かの役割 を担 った可能性 が生まれよう。

ま と め
曽 根丘 陵 東 山 とその周辺にある古 墳群の性格 は、 とかく前期 古 墳の前 方 後円 墳など に耳 目 が

集まり、 後期 古墳は見落 とされがち であった。昭 和54年度以降、 甲斐風 土記 の丘 公 園 内にある

遺 跡や 古墳の整備 に伴って、遺構の確認 調査を進めて来たが、 6 1年度の博物館構内古 墳の発掘

と6 2年度の稲荷塚 古墳の調査は、 東山古墳群 の性格 を明らか にす る 上で貴 重な発見となった。

それは、 前期 の国造 ク ラ ス の豪族が、 古墳時代後期 に至 っても 地域的には有力豪族として、

存在 し て いたこ とが、 出土遺物 から判 明 し たこ とであ る 。銀 象 嵌 装 飾 大 刀 と銅 銃 • 甲 冑 は こ の

地の豪族の質 の高さを示 す ものであろう。

本調査に参 加 された方々 をはじめ、 象嵌装飾大刀・銅銃など の保 存 処 理 • 分析 に関与 してい

ただ いた方々 に厚 く 御礼 申 し上げます 。
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附 編

1 . 稲荷塚古墳石 室 を 構成す る 岩石 に つ い て

山梨文化財研究所 河 西 学

稲荷塚古墳は、曽根丘陵 を構成する 東山の甲府盆地側 の先端部に 位置して いる。石室 を構成

する 石材は、大部分が 中粒～粗粒 の 輝石安山岩で あり、大 き さは0 .2- 1 m (最大1. 5m ) と 多 様

である。安山岩は一般に 塊状 で やや緻密～やや多孔質 のも のが 多く、 と きに 板状 の節 理 を 示す

も のも み られる。石室以外に古墳 の周囲に み られる 礫は人頭 大で 、 多く の 輝石安山岩 の ほかに

泥質岩起源 の ホ ル ン フ ェ ル ス 、緑色化変質した角 閃石 デ ィ サ イ ト ・ 酸 性 ～中 性 の 凝 灰 角 礫岩な

どからなる。以下に 一般的に み られる 安山岩に ついて記 載する。

〔岩石記載 〕 斜方輝石普通輝石安山岩 (880820 F 1 6 ) 

肉 眼では、 1 - 3 mm の斜長石 ・ 輝石斑晶を含 む暗灰色塊状 安山岩であり、石基は緻 密 である。

鏡下では、斑状 組織が発達し 、斑晶鉱物は、斜 長石 • 普 通 輝 石 ・ 斜 方輝 石 ・ 不 透 明 鉱物からな

る。斑 晶鉱物 ； 斜 長 石は、0 .1-2.5mm の柱状 自 形結 晶、累帯構造 が顕著で 双 晶 を 示し 、 細 粒 ガ ラ

ス 包有物 を含む。 また一部集斑状 を示し 、ア ン デ シ ン ～ ラ プ ラ ド ラ イ ト 組成 で ある。 普 通 輝 石

は、0.2- 3 mm、粒状 ～短柱状 自 形結晶、双晶 • 累帯構造を示す 。斜 方輝石は、0 .2-2.0mm、柱状

自 形結晶、普通輝石より少な く 、と きに 普通輝石とともに 集斑状 を示す 。不透明 鉱物は、0.1-0.
5mm、粒状 、 自 形～半 自 形結晶で単独あるい は輝石にともなって 存在する。石基はO. O l-0. 02mm

の斜 長石 ・ 輝石 ・ 不透 明 鉱物 ・ 無色 ガ ラ スな どからなる 極 めて 細 粒 の 間 粒状 ～ 填 間状 組 織 を 示

す 。石基の斜長石は柱状 ～針状 で 無秩序に 配列するが と きに方向性を持つ。

〔 石材 の 産 地 〕

曽根丘陵に 分布する 曽根層群は、寺尾礫層 • 黒富士火砕流 • 佐 久 シ ル ト 層 ・ 韮 崎岩 屑 流 堆 積

物 • 原礫層な どから構成 される。寺尾礫層 • 原礫層な どは御坂層 群 の 緑 色 化した 火山岩類 の 礫

から主 と してなる 扇状 地性堆積物 で ある。黒富士火砕流は泥流 状 の 無 層 理 の 軽石質 堆積物 で 、

デ イ サ イ ト • 安山岩な ど の 礫を主として 含 み、緑色化し た 火山岩 類、花 岡 岩 類な ど を 伴う。 こ

れに 対し 八 ケ 岳火山起 源 の 韮崎岩屑流は、安山岩を主体とし 、 デ イ サ イ ト ・ ホ ル ン フ ェ ル ス ・

花 岡岩類な どをわ ずかに 伴う。

本遺跡周辺に お ける韮崎岩屑流は、中道町 役場東 の露頭、銚子塚古墳から稲荷塚古墳に 至る

道路 沿 い の 露頭な どで 確認 さ れ、暗灰色 の 火山性細粒砕屑物中に 人 頭 大から 1 m を こ える 巨 礫

の 両輝石安山岩を主 と した岩石が 含 ま れて いる。役場東露頭 で は 、 黒 富士 火 砕 流 の 安 山岩が 緻

密で 硬質な のに 対し 、韮崎岩屑流 のそれ は多孔質かつやや軟 質 である。 稲荷塚古墳 周 辺 の 畑 地

には、20-30cmから最大1.2m の 粗粒、塊状 の両輝石安山岩を主体とする 転石が 畑地の境界に 沿っ

て人為的に 集積 さ れて いる 。 また抜根した桑園には、 l m を 越 える 安山岩が 掘り起 こ さ れて い

る のが よく み られる。 これ らは、韮崎岩屑流 の細粒部が 風 化して 礫が 残 され 、 ある い は洗 い出

されたも の と 考え られる。稲荷塚古墳 の安山岩 と 岩質 • 大 き さ • 形状が 酷 似し 、 また遺 跡 の 周

辺 地域で 容易に こ れ ら の 安山岩が 得 られる こ とから、稲荷塚 古墳 の 石 室 を構成 する岩 石 は 、 古

墳周辺に 点在 し て い た こ れ らの 韮崎岩屑 流 中 の輝石安山岩礫が用 い られ た 可能性が高 い。
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2 . 稲荷塚古墳 出 土直刀 お よ び銅銃の 保存処理

1 ) は じ め に
山梨文化財研究所 針｝ 木： 稔：

本稿 で は 山 梨県東八代郡 中 道 町稲荷塚 1 号墳 よ り 昭和62年 8 月 に 出 土 し た 直 刀 お よ び 銅 銃 の

保存処理 に つ い て 報告す る 。 同古墳 は 直径約20m の 円 墳 で 、 横穴式石室か ら 直刀 、 銅 銃 の ほ か 、

馬具 、 小札 、 金環 な ど の副葬品が発 見 さ れ た 。 処理 の 内 容 は 直 刀 の 防 錆 ・ 強 化 と 象 嵌 の 表 出 、

銅銃 の 錆 の 安定化処理 で あ り 、 期 間 は 昭和62年 10月 1 6 日 よ り 昭和63年 3 月 3 1 日 ま でで あ る 。 な お 、

鉛同位体比測定 に よ り 銅銃 中 に 含有 さ れ る 鉛 の 産地 に 関 す る 知 見 が 得 ら れ た の で こ れ に つ い て
も 報告す る 。 本稿 に 関 す る 写真 は 図 版 1 1 に 掲載 し た 。

今 回 の 保存処理 に つ い て は 、 以下 の 方 々 の 御指導 な ら び に 御 助 力 を 賜 っ た 。 こ こ に 記 し て 深

く 感謝 申 し 上 げ る 次第 で あ る 。

• 銅銃の 鉛 同 位体比測定 ： 東京 国立文化財研究所 保存科学部 馬淵 久夫氏 、 平尾 良光氏

• 直刀 の X 線写真撮影 ： 東京国立文化財研究所 保存科学部 三浦 定俊氏

・ 保存処理 · 修復 の 指導 ： 東京国立文化財研究所 保存修復部 青木 繁夫氏

2) 遺物 の形状
( 1 ) 銀象嵌装直刀

千葉県文化財 セ ン タ ー 研究部 服部 哲則氏

直刀 は切先部 を 欠 く 全長約10cm の 刀 身 と 把頭 に 分 か れ 、 鍔 は 刀 身 に 付着 し て い る 。 出 土 当 初 、

象嵌 の 存在 は 認 め ら れ ず 、 調査担 当 者 が錆落 し 作業 を進 め た 結 果 、 把 頭 お よ び鍔 の 把 側 に 銀 線

が発 見 さ れ 、 銀象嵌装 で あ る こ と が判 明 し 、 以 後 の 処理 を 筆者が担当 し た 。

把頭 ＜写真 一 1 、 2 >

鉄 製 。 全長 6 .1cm 、 把頭縁 に お け る 横断面 は長径4.2C11i-_ 短径3 .6cm (外寸。 厚 さ は 約 5 訊0 の 倒

卵形 。 重量約 1 34. 9 g 、 把頭縁約 1 mm の 幅 で厚 く な っ て お り 、 懸通孔 を 把 頭 縁 か ら 約 ％ の 箇 所 に

あ け る 。 錆 に よ る 表面 の 剥 落 や変形 が著 し く 、 X 線写真 ( I )か ら 推定 し た 象嵌 の 残 存 率 は 1 割 に 満

た な い 。 象嵌 は 楓裏 と 上下面 に 比較的 良 く 残 っ て い る が 、 楓表 と 頂 部 に は ご く 部 分 的 に し か 残

存 し な い 。

象嵌 の 文 様 を さ ら に 詳細 に 調 査す る た め 幅 2 - 4 cm 、 長 さ 1 1 cm の 短冊 状 に 切 っ た フ ィ ル ム を

把頭 の空洞 内 に挿入 し て X 線 の 展開写真 を撮影 し た ＜写真 一 3 > <第 22図 ＞ 結 果 、 象嵌 の 基 本

文様 は 亀 甲 繋文 と 判 明 し た 。 即 ち 二重 円 文 を 3 本 の 並行 す る 直 線 で 亀 甲 に 繋 い で 把 頭 前 面 を 9

区画 に 分 か ち 、 そ の う ち 文様 の 確認で き た 3 区画 に は 中心部 分 の 形 が 互 い に 異 な る 三種 の 渦 巻

文 を 配 し て い る 。 中 心部分 は 懸通孔周 囲 で は 5 葉 と 見 ら れ る 花 弁 文 、 そ こ よ り 頂部 側 上 部 で は

三重 円 文 、 同 じ く 下部で は U 字形 を 組合せ た 文様 と な っ て い る が 、 そ れ ら を 取 り 巻 く 渦 巻 文 と

合 せ る と い ず れ も 鳳凰 が翼 を 広 げ た 文様 に 由 来す る も の と 考 え ら れ る (2)。 文様 は表 裏 対 称 と 考 え

ら れ る の で 6 区画分 の 復元 は ほ ぼ可能 と 思 わ れ る が 、 縁側上 面 、 下 面 お よ び頂部 の 計 3 区 画 の

文様 に つ い て は手掛か り が得 ら れ な か っ た 。 そ の ほ か 、 把頭縁 の や や 厚 く な っ て い る 部 分 に 蕨
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手文もしくは円文を並 べ 、 そこから亀 甲 繋文に至 る 空間を、 把 側から見 て C 字 形 の弧 文で埋 め

てい る のが確認され た。

露 出していた銀線は、 光沢のない暗灰色を呈し、 前記の弧文の部分 では本 体 から浮 き上が っ

ている も のが多かった。

刀身 、 鍔 および胚 巾

いずれも鉄製 。刀身 は全長69. 0cm 、 最大 幅3.2cm を測り、 堕の端から 1 1.5cmの部 分に鍔 、 腔 巾 が

取り付き、 約56cmのとこ ろ で 2 つに折れている 。層 状の剥 離 が見 られ る ものの 内部は比較的健

全である と推定され た。刀身から象嵌は発見されなかった。

鍔 は長径6.4cm 、 短径5.5cmの倒卵形で厚さは約 7 mm 。把 側の面は早 くから象嵌の 存在が知られ

ていたが、 損傷が激 しく約 ％の部分 を残すのみで、 しかも 鍔 本 体 から遊離 していた。 しかし、

このこ と を利用 して鍔のX線写真を各面 ごとに撮影する ことができたのは幸いであった＜写真 一

4 ><第22図＞ 。その結果、 象嵌は把 側の面以外に、 刀身 側 の面および側 面 に も発 見 さ れ た。

把 側 、 刀 身 側の文様はともに同一で、 10- 13本の弧文を内 部に描 いたハ ー ト形を6 つ配 し 、 それ

らと縁との空間 を一重から三重の弧文で埋 め ている 。側面の文様は判然としないが 、 上 記の弧

文から連なって円文を形 づ く っている可能性もあろう。なお、 把 側面の剥 落 片 が 保 管 さ れ てい

たため象嵌表出を行なうのに好都合であった＜写真 ー 5 >。

腔 巾 は薄 い鉄板で覆われ 、 そ れに も 象嵌が施されている ことがX線写真 から判 明 したが、 文

様については未解明である 。

( 2 )  銅銃

青銅製 。最大で 8 cm X 3 cmを測 る 口 縁部と底部の破片 8 つの ほかは、 粉 末 もしく は そ れ に近

い状態になっていた。白緑色の腐食生成物が広がり、 特に底部と見られる 部分の劣化が著しかっ

た。内側にろ く ろ 引 きと見られ る 沈線文が認め られ た。

3 ) 銀象嵌装直刀 の保存処理
( 1 ) 仮 どめ処置

全体 に表面の劣化が進 行しており、 特に把 頭、 鍔 、 腔 巾 は層 状の剥 離 が著 しく 手 に取るのも

危険 な状態であったため 、 まず応急的な強化処置を実施 した 。乾 燥 機 中 で乾 燥 後 、 非水系 ア ク

リ ル エ マ ル ジ ョ ン パ ラ ロ イ ド N A D - 10の30% ナ フ サ 溶液を減圧含浸 してから自 然 乾 燥 した。

その後、 銀線の浮き上が った個所を保護 する ため マ イ ク ロ バ ル ー ン と繊 維 素 系 接着 剤 セ メ ダ イ

ン C を混合したペーストで固定した。

( 2 )  把頭お よ び鍔の象嵌表出

X線写真によって確認できた象嵌のう ち 把 頭と鍔の剥落片 （前述 ） に ついては、 表面を覆 っ

ている錆を削 り落 して象嵌を研 ぎ出す作業を行なったが、 刀身 に付着 している部分 は後日あ ら

ためて実施す る こととした。作業はすべて実 体 顕微鏡 （ オ リ ンパス S Z H -13 1 ) 下で行な っ

た。

銀線の位置をX線写真からほぽ精確にとらえ られ たので、 錆に埋ま ってい る 銀線の縁に沿 っ

て、 先 端直径0.9mmの球 状 ダ イ ア モ ン ド チ ッ プ （ ミ ニ タ ー Z 421) を装着した グ ラ イ ンダ ー で錆 を
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削 った。ただ し、銀線がどれだ けの深 さに埋 まっている かは写真 から判 定できな か っ たので、

削 りすぎ て銀線を傷 つけないように慎重 に作業 を進 め た（実 体 鏡 の倍 率 30倍 ） 。ご く薄 い錆 膜

を 残 す 所 でこの作業 は止 め 、針 や ヘ ラ 等 で膜 を 剥 ぎ取 る一方 、先端 が針 状 の チッ プ （ミ ニ タ ー

2 431) で銀線の境界 部分をなぞ り、線の太 さを明らかにした（実体鏡 の倍率 40倍 ） 。

ところで、グ ラ イ ンダ ー の衝撃 で錆膜 がはじ け飛ぶ ことがしば しば あ り、 この場合に最 も 完

全 に近い状態 の銀線表 面 が観察できた。その結果 、把 頭 では軸に対 し平行 方向 に、鍔破片では

互 いに直交して走 る微細 な擦 り傷 が認め られ＜ 写真一 6 > 、こ れは制 作 当時、銀 線を埋 め 込ん

で から表 面 を研磨 した痕 跡と推 測される。ほかに、銀線を埋 め るため に彫 っ たと考えられる断

面 V 字 形の溝が見出された＜ 写真一 1 > 。銀線の埋 まっている深 さは一 様ではなく、 1本の線

についても かな り激 しい起伏 や断層 が見られ、腐食 による変 形の複 雑 さが知 られた。なお、剥

離 した銀線を用 いて東京 国立文化財研究所 で成 分を分析 して戴 いたところ、 極 め て高純度の銀

であるとの結果 が出た。精錬技術 の高さが想像 される。

作業 中、切削 粉等 を除くため プ ロ ア ー で吹 き飛 ば して から無 水 ア ルコ ー ルで良く拭 っ た。表

出した銀 線表 面 の腐食防止 のため ア ク リ ル樹脂 パ ラ ロ イ ド B - 7 2 の10% トルエ ン溶 液 を塗 布

した。

(3) 刀身の本処理

仮 どめ 処理 の約 3カ 月 後、刀身 の2個 所 から錆 汁 が出てきたので全 面 にわた って錆 を落し

（グ ラ イ ン ダ ー とエ ア プ レ イ シ ヴ— # 3ア ルミ ナ パ ウ ダ ー 一 使用 ） 、破損 部分の接合後、 8 0℃ の

乾燥機 中で7 日 間乾燥 して からパ ラ ロ イ ド N A D - 10 の減圧 含 浸 と自 然乾 燥 とを 交 互 に3回繰

り返 した。

4)  銅鏡の保存処理

錆 の安 定化 のためベンゾ トリ ア ゾ ー ル( B T A ) の3% (重 量） エ タ ノ ー ル溶 液 を3時間減

圧含浸 後、大気 を導 入、密封 して7 日 間放 置して から室温 で自 然乾 燥 し た。次 に強化 の ため パ

ラ ロ イ ド B - 7 2 の20% キ シ レン溶液 に3% (重量 ） のB T A を加 えた 溶 液 を1昼 夜 減 圧 含 浸 後

自 然乾燥 した。表 面 の一 部にB T A の結晶 の付着 が見られたのでキ シ レン を用 いて除去し た。

各破片の接合は行 なっていない。

5 )  銅碗中 の鉛の産地 に つ い て

鉛 を含 有 する考古 遺物について、鉛 同位体比 の測定結果 から原 料 の鉛 鉱 山が解 明されつつあ

る<SI こ とは既 に広く知 られているが、今回 、稲荷 塚出土銅銃 について 東京 国立文 化 財研 究 所 にお

いて鉛 同位体比 を測定して戴 くこ とができた。供試 したのはポ リ エ チレン袋 内に 残っていた未

処理 の錆 の粉末 であった。測定の結果 、試料 の鉛 同位体比 は朝 鮮 半 島 慶 尚 北道 の蓮 花 鉱 山産 出

の鉛鉱 石の同位体比 の範囲 内に入るこ とが判 明した。こ のこ と から銅 銃 の材料 中 に含 まれてい

る鉛 は三国時代新羅産 のものと見られる。ただ し、銅銃 の材料 全 体 、あるいは銅 銃 そのものが

新羅産 である かどうかは今 後の検討 に待 つこ とになろう。

6 )  お わ り に

今 回 の処理 に おいては、遺 物に損傷 を与える危険 があったため 直刀に付着 してい る鍔や腔 巾
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の 象嵌表出は行 えなかった。今 後機会 を得 て、 充 分な安 全 対 策 を施し たう えで全 面的 な 表 出作

業 を試 み たい 。銅銃 の 微 量 の 錆 から原 料 の 産地 を朝鮮 半島 に求 め るこ とができたことは、 地 球

化学 や 分析化学 の 応 用が考古遺物の 研究 に有効 であることを示 してい る。県 内出土の 遺物に対

してこの 種 の 分析 が積極 的に取り入れられることを望 む 。末尾 ながら、 今 回 処理 の 機会 を与 え

て下 さ った県埋蔵文化財 セ ンタ ー の 末木 健 氏 に 心よ り 感謝 いた し ます 。

註
( 1 )  X 線発生装置はフ ィ リ ッ プ ス 社製 （東京 国立 文 化財研 究 所 ） と日 立 メ デ ィ コ 社 製 （山梨

文化財研究所）を 用い た。＜写真一 2> は前者、 他 は後者によ る。

( 2) 象嵌の 文 様およ び表出につ い ては下記の 文献 が有益 だ った。

•青木繁夫 「筑波 山古墳 出土 鉄製 品の 錆 の 安 定化 処理 に関す る研究」 『保存科学』 No.2 6

P . 35 1987年 東京 国立 文化財研究所

• 服部 哲則 「成田 市公 津原瓢塚 40号出土象嵌装大刀の 保存処理 ー とく に象嵌表 出につ い

て一 」 『研究連絡誌』 第 20号 19 87年 9 月 千葉県 文 化財センタ ー

(3) 鉛 同位体比法 に関す るおもな文献 を以下に挙 げる。参照 さ れたい。

・馬 淵 久夫 「 古鏡 の 原料 をさ ぐ る一 鉛 同位体比法」 『 考古学 の ため の 化学 10章』P .157 

馬 淵 久夫 •富 永 健編 東京 大学 出版会 19 8 1年

・馬 淵 久夫 「青 銅 文化 の 流 れを 追 って一 鉛 同位体比 法 の 展開」 『続 考古学 の ため の 化学
10章』 P . 129 馬 淵 久夫 •富永 健編 東京 大学 出版会 19 8 6年

・馬 淵 久夫 • 平尾 良光 「 東ア ジ ア 鉛鉱 石の 鉛 同位体比 一 青 銅 器との関連 を中心に一 」

『 考古学 雑誌』 第7 3巻 第 2号 19 87年 12月

＼ ミ
it咤／ 9
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象嵌の X 線写真描き 起 こ し

左 ： 把頭展開図
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第 22図 象嵌の X 線写真描き 起こし 図
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表 1 挿図掲載遺物 出土位置対照表

挿図No. 出土No. 遺物名 挿図No. 出土No. 遺物名 挿図No. 出土No. 遺物名 挿図No. 出土No. 遺物名

1 2 - 1 F - 18 直 刀 1 6 - 1 F - 10 鉄 鏃 1 7 - 4 F - 1 1 3  小 札 18 - 37 F -1 05 小 札

1 2 - 2 II 直 刀 鍔 1 6 - 2 F - 20 鉄 鏃 17 - 5 F - 1 1 3  小 札 18 - 38 F -1 1 2  小 札

1 2 - 3 F - 49 円頭把頭 1 6 - 3 F -1 15 鉄 鏃 1 7 - 6 F - 1 1 6  小 札 18 - 39 F - 28 小 札

1 2 - 4 F - 20 足 金 物 1 6 - 4 F - 4 鉄 鏃 1 7 - 7 F - 1 13 小 札 18 - 40 F - 37 小 札

1 3 - 1 石室入 口 刀 子 1 6 - 5 F -134 鉄 鏃 1 7 - 8 F - 132 小 札 1 8 - 4 1  F - 29 小 札

1 3 - 2 F - 98 刀 子 1 6 - 6 F - 5 鉄 鏃 1 7 - 9 F - 123 小 札 18 - 42 F - 69 小 札

1 3 - 3 F - 58 刀 子 1 6 - 7 F - 62 鉄 鏃 17 - 10 F - 1 16 小 札 18 - 43 F -105 小 札

13 - 4 F - 40 刀 子 1 6 - 8 F - 63 鉄 鏃 17 - 1 1  F - 1 1 1  ／」 ヽ 札 1 9 - 1 D l -3 銅 銃

1 3 - 5 F - 98 刀 子 1 6 - 9 F - 80 鉄 鏃 17 - 12 F - 7 小 札 1 9 - 2 T - 4 切 子 玉

1 3 - 6 F - 7 1  刀 子 1 6 - 10 F - 64 鉄 鏃 17 - 13 F - 8 小 札 1 9 - 3 T - 1 切 子 玉

1 3 - 7 F - 57 刀 子 1 6 - 1 1  F - 83 鉄 鏃 17 - 14 F - 21  小 札 1 9 - 4 T - 2 切 子 玉

1 3 - 8 F - 1 刀 子 1 6 - 12  F - 53 鉄 鏃 1 7 - 15 F - 32 小 札 1 9 - 5 T - 13 切 子 玉

1 3 - 9 F - 72 刀 子 1 6 - 13  F - 3 鉄 鏃 1 7 - 16 F -126 小 札 1 9 - 6 T - 5 土製錬玉

13 - 10 F - 47 刀 子 1 6 - 14 F - 55 鉄 鏃 1 7 - 17  F - 23 小 • 札 1 9 - 7 T - 6 土製錬玉

13 - 1 1  F - 48 刀 子 1 6 - 15 F - 71  鉄 鏃 18 - 18 F - 1 2 1  小 札 1 9 - 8 T - 7 土製錬玉

13 - 12 F - 46 刀 子 1 6 - 16 F - 79 鉄 鏃 18 - 19 F - 4 ,Jヽ 札 1 9 - 9 T - 8 土製錬玉

1 3 - 13 F - 102 雲 珠 1 6 - 17 F - 56 鉄 鏃 18 - 20 F - 23 小 札 1 9 - 10  T - 9 土製錬玉

1 4 - 14 F - 16 鐙 1 6 - 18 F - 87 鉄 鏃 18 - 2 1  F - 1 12 小 札 1 9 - 1 1 T - 10 土製錬玉

14 - 15 F - 106 鐙 1 6 - 19 F - 79 鉄 鏃 1 8 - 22 F - 109 小 札 1 9 - 1 2  T - 1 1 土製錬玉

1 5 - 16  F - 135 轡 1 6 - 20 F - 148 鉄 鏃 1 8 - 23 F - 13 1  小 札 19 - 13  T - 12 土製錬玉

1 5 - 16  F - 1 38 轡 1 6 - 2 1  F - 79 鉄 鏃 18 - 24 F - 124 小 札 1 9 - 14 T - 2 土製錬玉

15 - 17 F - 103 餃 具 1 6 - 22 F - 60 鉄 鏃 18 - 25 F - 1 1 9  小 札 1 9 - 1 5  T - 1 土製錬玉

1 5 - 18 F - 136 鮫 六目 1 6 - 23 F - 85 鉄 鏃 18 - 26 F - 23 小 札 1 9 - 16 T - 14 土製錬玉

1 5 - 19 F - 31  鮫 六自 1 6 - 24 F - 52 鉄 鏃 18- 27 F - 1 1 2  小 札 19 - 17 G - 6 金 環

15 - 20 F - 30 鮫 六自 1 6 - 25 F - 82 鉄 鏃 1 8 - 28 F - 38 小 札 1 9 - 18  G - 1 金 環

15 - 21 F - 42 鮫 六目 1 6 - 26 F - 12 鉄 鏃 18- 29 F - 4 小 札 1 9 - 19  G - 3 金 環

15 - 22 F - 42 鮫 """ 自 16 - 27 F - 66 鉄 鏃 18 - 30 F - 1 13 小 札 19 - 20 G - 1 1  金 環

15 - 23 F - 27 鮫 ： 目 1 6 - 28 F - 13  鉄 鏃 1 8 - 3 1  F - 9 小 札 1 9 - 2 1  G - 9 金 環

1 5 - 24 石室内 16 - 29 F -130 鉄 鏃 18 - 3 1  F - 9 小 札 1 9 - 22 G - 8 金 環

15 - 25 F - 24 16 - 30 F - 75 鉄 鏃 18 - 32 F - 125 小 札 19 - 23 G - 2 金 環

15 - 26 F - 43 飾 り 金具 1 6 - 3 1  F -1 18 鉄 鏃 18 - 33 F - 23 小 札 19 - 24 G - 10 金 環

15 - 27 F - 109 飾 り 金具 17 - 1 F -137 甲 冑一部 18 - 34 F - 38 小 札 19 - 25 G - 7 金 環

15 - 28 石室内 飾 り 金具 1 7 - 2 F - 132 甲 胄一部 1 8 - 35 F - 129 小 札 1 9 - 26 G - 5 金 環

1 5 - 29 F - 41  飾 り 金具 17 - 3 F -1 1 0  甲 冑一部 1 8 - 36 馬具一括 小 札 1 9 - 27 G - 4 金 環
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表 2 土師器 • 須恵器計測表 ( 1 号墳 ）

No. 出土位置 器形 贋喜 ．（品賛； 備 考 No. 出土位置 器形 法器量高 （ 口 径径
・

・ 底 ） 備 考

7 - 1 石室入 口 均 13 X 3 . 3 X ? 7 - 2  石室入 口 杯 1 2 . 8 X ? X ?  内外面赤色

7 - 3  前 庭 部 杯 1 2 . Z X ? X ?  7 - 4  墳 丘 杯 l l . 8 X  ? X ?  内外面赤色

7 - 5 石室入 口 杯 13 X ? X ?  内外面黒色 7 - 6  前 庭 部 杯 9 . 6 X ? X ?  

7 - 7 前 庭 部 杯 1 2 . 8X ? X ?  7 - 8  墳 丘 高 杯 ? X ?  X l l 

7 - 9  前 庭 部 高杯 ? X ? X l0 .4  7 - 10 P - 1 2 小型壺 9.7 X l0 . 1  X5 .4  

7 - 1 1 墳 丘 壺底部 ? X ?  X8 . 8  7 - 12 墳 丘 杯 1 2 . 6 X ? X ? 

7 - 13 閉 塞 杯 10 . 2 X  ? X ?  7 - 14 閉 塞 杯 l l X ? X ?  

7 - 15 閉 塞 財 9 X ? X ?  7 - 16 西側墳丘 杯 1 3 X ? X ?  

7 - 17 西側墳丘 杯 l l X ? X ?  7 - 18 石 室 内 坪 l l X ? X ?  

7 - 19 石 室 内 坪 l l . 6 X  ? X ? 8 - 20 p - 4 蓋 1 1 .3 X4.5 X4.2 

8 - 2 1  4 ト レ ン チ 蓋 1 2 . 4 X ? X ? 8 - 22 前 庭 蓋 1 4 X ? X ?  

8 - 23 閉 塞 蓋 l l X ? X ?  8 - 24 西側墳丘 蓋 1 0 . 6 X ? X ? 

8 - 25 前 庭 部 蓋 l l X ? X ?  8 ャ 26 墳 丘 蓋 l O X  ? X ? 

8 - 27 石 室 臆 8 - 28 石 室 遜 ? X ?  X 5 . 4  

8 - 29 石 室 平 瓶 8 X l7 . 5 X 7 . 2  8 - 30 P- 5 • 9 平 瓶 4.4 X l l .2 X5 .2  

8 - 31 前 庭 底 部 ? X ?  X 4 .8  8 - 32 p - 1 底 部 ? X ?  X 6  「 X 」の刻書

8 - 33 石 室 底 部 ? X ?  X 5 8 - 34 石 室 底 部 ? X ? X 6 . 6  

9 - 35 削● ヽ 庭 提 瓶 9 - 36 p - 9 提 瓶
9 - 37 4 ト レ ン チ 甕 口 縁 37 X ? X ?  1 0 - 38 墳 丘 甕 23 . 6 X  ? X ? 

10 - 39 墳 丘 甕 23 . 6 X ? X ? 1 0 - 40 閉 塞 甕 25 . 4 X ? X ?  

1 0-4 1  石 室 甕 19 . 6 X ? X ?  
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＜写真 一 1 >把頭 （楓裏）

0 1 2 cm  (処理後）
I I I 

＜写真 ー 2 >把頭の X線写真

0゚ 1 2 cm  
I I 1 

条件 ： 130KV . 5 m A .  5 分 距離1 . 1 m IX 100 

＜写真 ー 4 >鍔の X線写真

，
 左上 ： 把頭

右上 ： 刀身側
下 ： 側面

条件 ： l lOKV . 2 m A . 2 分
距離0 .8m . IX lOO 

＜写真 3 も共通＞
0 1 
I I I 

2 cm  

＜写真 一 3 >把頭の X線展開写真 ＜写真 一 s>鍔破片 図
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